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水産庁増殖推進部  

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

 

Ⅰ．基本的考え方 

資源評価 

水産資源を持続的に有効利用するため、資源評価を毎年行う。資源評価にあたっては、適

切な年齢・体長別の漁獲利用（成長乱獲の防止）と資源を適切な水準以下に減少させない

ための産卵親魚の確保（加入乱獲の防止）が考慮される。ここでは、漁獲可能量（TAC）の

科学的根拠となる生物学的許容漁獲量（ABC）を資源評価者が算定するための基本規則に

ついて述べる。ABCは現状の年齢・体長別の漁獲利用方法が変わらないという前提で算定

されるため、その利用方法改善については別途提言される。 

 

MSYと管理規則 

 国連海洋法条約においては、長期的に持続可能な最大生産量（MSY）を実現すべきこと

が謳われている。MSY は理念的には「その資源にとっての現状の生物的、非生物的環境条

件のもとで持続的に達成できる最大の漁獲量」と解釈されるが、現時点における科学的知

見等の実態からすると、MSYを「適切と考えられる管理規則による資源管理を継続するこ

とで得られる漁獲量」ととらえるのが実際的であり、ここではその管理規則となる「ABC

算定のための基本規則」を提案する。 

 

漁獲方策 

ABCの算定において、漁獲係数Fを適正な水準に設定する漁獲方策を基本とし、資源量指

標値の変動傾向等により漁獲量を変化させる漁獲方策も検討する。なお、資源評価者がよ

りよいと判断する場合は、とり残し資源量一定等の漁獲方策によりABCを算定できる。 

 

資源状態と漁獲係数 

漁獲係数は、資源を有効に利用しつつ、資源を望ましくない水準にまで低下させる可能

性が低くなるように設定する。資源がある閾値（Blimit）を下回った場合には、回復措置を

とる。Blimitは、それ未満では良好な加入が期待できない資源量（親魚量）や、経年変動傾

向からそれより下に減少するのは望ましくないと判断される水準等により定める。資源が

Blimit以上の水準にある場合、漁獲係数の限界値 Flimitは、再生産関係から導かれる基準値

（Fmsy、Fmed、Fsus）、適正と判断される年の F（Ft）、経験的な基準値（F%SPR、Fmax、

F0.1 等）等により管理目標を達成できるように設定する。管理目標は複数設定することが

できる。資源がBlimitより低い水準にある場合は、資源の回復が期待できる漁獲係数をFlimit
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とし、複数の方策を設定できる（図 1）。資源量が非常に低い水準（Bban）になった場合は、

禁漁あるいはそれに準じた措置を提言する。 

 

予防的措置 

資源評価はある程度の不確かさを持ち、資源の加入量変動は大きい。資源管理の失敗を

高い確率で防ぐため、予防的措置をとる場合についても検討する（図 1）。資源が Blimit よ

り下に減少しない、あるいは Blimit 以上に回復する確率が十分高くなるように Flimit を引

き下げた漁獲係数を Ftargetとし、Flimitと Ftargetから ABCの限界値（ABClimit）と目標値

（ABCtarget）を算定する。資源量の指標値を使う場合も漁獲係数による場合に準じて算定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．漁獲制御の概念図 資源量に応じて漁獲係数 F を制御する。

F の引き下げは直線的とは限らない。 

 

環境変動により長期的かつ大規模な資源変動を示す資源への対応 

 再生産関係が長期的な環境変動に対応して年代により大きく異なると認められる資源に

ついては、現在の資源状態や生物学的特性に基づき管理基準（Flimit 等）を設定し ABC を

算定する。  

 

栽培対象種への対応  

 種苗放流が大規模に行われている資源について、放流魚と天然魚を含めた資源評価に努

め、放流が行われていない資源に準じた方法で管理基準を設定し ABC を算定する。 
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Ⅱ．ABC算定のための基本規則 

漁獲方策及び使用する情報によって類別した ABC算定のための基本規則を示す。 

 

漁獲係数 F による漁獲方策  

ABC算定規則 1 

１－１）使用する情報：資源量 Bあるいは親魚量 SSBと再生産関係（SSB-R のプロット） 

 

（１）資源状態：B ≧ Blimit 

 Flimit ＝ 基準値 

 Ftarget ＝ Flimit ×α 

（２）資源状態：B ＜ Blimit 

 Flimit ＝ Frec 

 Ftarget ＝ Flimit ×α 

 

＊ 資源状態の判断は B、SSB いずれを用いてもよい。 

＊ 基準値は、再生産関係から導かれる基準値（Fmsy、Fmed、Fsus）、適正と判断される年の F

（Ft）、経験的な基準値（F%SPR、Fmax、F0.1 等）を使用してよい。 

＊ Blimit は資源の回復措置をとる閾値で（図 1）、①再生産関係において、それ未満では良

好な加入が期待できない SSB（図 2）②R50%（再生産式において最大の Rの 50%が得ら

れる SSB；図 3）③Sb（再生産関係の図における RPShigh（再生産成功率 RPS の高い方

からの 10%点に相当）を示す直線において Rhigh（R の高い方からの 10%点に相当）を実

現する SSB；図 4）などが考えられる。資源を Blimitまで減少させてよいという意味では

なく、資源が Blimit 近くで減少することが懸念される場合は、Flimit を Fsus 以下にする

等の措置が必要である。 

＊ 資源量（または親魚量）が禁漁水準 Bban を下回るか、Blimit及び過去最低値を著しく下

回った場合には、他の資源学的要素や環境要因も考慮したうえで禁漁または禁漁的措置

を提案する。その他の規則においても、相当の理由をもって禁漁または禁漁的処置が必

要と判断した場合に提案する。 

＊ Frec は①基準値を B/Blimit の比率で引き下げた漁獲係数または②目標水準への回復が任

意の期間において十分期待できる漁獲係数（シミュレーション等により検討）。 

＊ 再生産関係が長期的な環境変動（例：平均水温の 20～30年での準周期的な変動）に対応

して変動していると認められる資源については、シミュレーション等において現在の資

源状態や生物学的特性が反映されるよう留意する。 

＊ α は安全率で資源の状況や特性などに応じて決定する（標準値は 0.8。一般には MSY を

達成する漁獲係数の 75％程度で、MSY の 95％程度、MSY における資源量の 130％程度

が得られることが知られている（Restrepo et al., 1998）ため）。 
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図 2．Blimitの求め方 1 再生産関係においてそれ未満では良好な加入が期待できない親魚量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．Blimitの求め方 2 再生産曲線において最大加入量の 50%が得られる親魚量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．Blimitの求め方 3(Sb) 高い再生産成功率（RPShigh）があったときに高い 

加入量（Rhigh）が期待できる親魚量 
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１－２）使用する情報：プロダクションモデルによる Bmsyと Fmsy  

 

（１）資源状態：B ≧ Blimit 

 Flimit ＝ Fmsy 

 Ftarget ＝ Flimit × α 

（２）資源状態：B ＜ Blimit 

 Flimit ＝ Fmsy × B / Blimit 

 Ftarget ＝ Flimit ×α 

 

＊Blimitが ABC 算定規則１-１）の方法により設定できない場合は Bmsyの 50%とする。 

＊プロダクションモデルにおける F は漁獲割合を表す。 

＊αは安全率で資源の状況や特性などに応じて決定する（標準値は 0.8）。 

 

 

１－３）利用できる情報：資源量と生物特性値（「規則１－１）」が適用できない場合）  

 

（１）資源水準・動向：「高位・増加」または「高位・横ばい」にあるとき 

 Flimit ＝ 基準値（F30%SPR、F0.1、Fmax、M等）か現状の F（Fcurrent） 

 Ftarget ＝ Flimit ×α 

（２）資源水準・動向：「高位・減少」、「中位・増加」、「中位・横ばい」にあるとき、また

はシミュレーションにより資源水準が維持できると考えられた場合 

 Flimit ＝ （基準値か現状の F） × β１ 

 Ftarget ＝ Flimit ×α 

（３）資源水準・動向：「中位・減少」、「低位」にあるとき、またはシミュレーションによ

り資源水準が低下する可能性が高いと考えられた場合 

 Flimit ＝ （基準値か現状の F ）× β2 

 Ftarget ＝ Flimit ×α 

 

＊ β１は１以下、β2は１未満の係数。いずれも資源の回復能力の程度などにより決定する。 

＊ SPR 水準の 30％、YPR 水準の F0.1 は標準値であり、資源の特性・状態や情報の多寡に

応じて適宜（例：情報量が少ない場合は高い％等）設定する。Mは自然死亡係数。 

＊ 調査船調査等で漁獲加入前の若齢魚資源尾数が把握されている場合は、予測加入尾数を

用いたシミュレーションによる Fsusを基準値とすることも可能とする。 

＊ αは安全率で資源の状況や特性などに応じて決定する（標準値は 0.8）。 
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漁獲量改定による漁獲方策 

ABC算定規則 2  

２－１）使用する情報：漁獲量 Cと資源量の指標値および資源水準  

 

 ABClimit ＝ δ1 × Ct × γ1 

 ABCtarget ＝ ABClimit ×α 

 

＊ Ctは t年の漁獲量。 

＊ γ1は係数で資源量の指標値の変動を基に算定する。平松(2004)で示された管理方策 

（γ1=(1+k(b/I))）を基本とする。ただし、kは係数（標準値は 1.0）、bは資源量指標値の

傾き、Iは資源量指標値の平均値（標準は 3年間）。 

＊ δ1は係数で資源水準によって変える。δ1の標準値は、資源水準が高位の時は 1.0、中位の

時は 1.0、低位の時は 0.8。この係数は、資源水準を、過去の資源量指標値の幅を 3 等分

し、上から順に高位、中位、低位とした場合に有効である。低位水準の幅が狭くなるよ

うな他の水準定義を使う場合には、中位水準における δ1を 0.9とすることが望ましい。 

＊ Ct を近年の 3 年平均漁獲量 Cave としてもよいが、その場合は、低位水準における δ1を

0.7 とすることが望ましい。また、Ct を使うか、Cave を使うかの選択は、年によって変

えるべきではない。 

＊ 低位水準の幅が狭くなるような他の水準定義を使っていて、同時に Cave を使う場合は、

中位水準における δ1を 0.9に、低位水準における δ1を 0.7にすることが望ましい。 

＊ 漁獲努力が資源に大きな影響を与えていないと判断される場合には、δ1 を資源水準によ

らず 1.0とできる。 

＊ αは安全率で資源の状況や特性などに応じて決定する（標準値は 0.8）。 

＊ シミュレーション等で安全性が確認された場合は、上記と異なる計算式を使ってもよい。

たとえば、漁獲の安定性のために、ABClimit ＝ δ1 × ABCt × γ1 を利用することも可

とする。 

 

２－２）利用できる情報：漁獲量 C と資源水準（「規則２－１）」が適用できない場合） 

 

 ABClimit ＝ δ2 × Ct × γ2 

 ABCtarget ＝ ABClimit ×α 

 

＊ Ctは t年の漁獲量。 

＊ γ2は係数で漁獲量の変動を基に算定する。平松(2004)で示された管理方策 

（γ2=(1+k(b/I))）を基本とする。ただし、k は係数（標準値は 0.5）、b は漁獲量の傾き、

Iは漁獲量の平均値（標準は 3年間）。 

＊ δ2は係数で資源水準によって変える。δ2の標準値は、資源水準が高位の時は 1.0、中位の
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時は 1.0、低位の時は 0.8。この係数は、資源水準を、過去の漁獲量の幅を 3 等分し、上

から順に高位、中位、低位とした場合に有効である。低位水準の幅が狭くなるような他

の水準定義を使う場合には、中位水準における δ2を 0.9とすることが望ましい。 

＊ Ct を近年の 3 年平均漁獲量 Cave としてもよいが、その場合は、低位水準における δ2を

0.7 とすることが望ましい。また、Ct を使うか、Cave を使うかの選択は、年によって変

えるべきではない。 

＊ 低位水準の幅が狭くなるような他の水準定義を使っていて、同時に Cave を使う場合は、

中位水準における δ2を 0.9に、低位水準における δ2を 0.7にすることが望ましい。 

＊ 漁獲努力が資源に大きな影響を与えていないと判断される場合には、δ2 を資源水準によ

らず 1.0とできる。 

＊ αは安全率で資源の状況や特性などに応じて決定する（標準値は 0.8）。 

＊ この措置は暫定的なものであるので、算定規則２－１に移れるよう情報収集するのが望

ましい。 

 

３．記号説明（資源評価報告書で使われるものも含む） 

ABClimit：ABCの上限値 

ABCtarget：ABCの目標値 

B：資源量（重量） 

Bban：禁漁あるいはそれに準じた措置を提言する閾値（資源量あるいは親魚量） 

Blimit：それ未満では資源回復措置を講じる資源量（親魚量）の閾値。 

Bmsy：MSY を達成する資源量 

Cave x-yr：x年間の平均漁獲量 

Ccurrent：現在または現状の漁獲量 

Ct ：t年の漁獲量 

F：漁獲係数 

Fave x-yr：x年間の平均Ｆ 

Fcurrent：現在または現状のＦ 

Flimit：資源生物学的に推奨される F の上限値 

Fmax：YPR曲線において加入量当たり漁獲量が最大となるＦ 

Fmed：再生産関係のプロットの中央値に相当するＦ 

Fmsy：MSYを達成する F 

Frecは①Fの基準値をB/Blimitの比率で引き下げた漁獲係数または②目標水準への回復が十

分期待できる漁獲係数（シミュレーション等により検討）。 

Fsus：仮定された再生産関係あるいは加入予測のもとで、資源の現状を維持する F  

Ft：t年の F 

Ftarget：Flimitに対して予防的措置をとる場合の F 

Fx%SPR：漁獲がない場合の x%に相当する SPR を達成する F 
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M：自然死亡係数 

MSY：長期的に持続可能な最大生産量 

P：資源量指標値 

R：加入量（通常は尾数） 

RPS：再生産成功率（親魚量あたり加入量） 

SPR：加入量あたり産卵量 

SSB：（産卵）親魚量（重量） 

YPR：加入量あたり漁獲量 

α：予防的措置のための係数 

β：資源回復のための係数 

γ：資源量の指標や漁獲量の変動を考慮した係数 

δ：資源水準を考慮した係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 再生産関係のプロットと Fmed 

（Fmedの上下に同数の親子関係のプロット（点）がある） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 漁獲係数（F）と YPR曲線あるいは％SPR 曲線の関係および F0.1と Fmax 
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